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10
月
30
〜
31
日
、
神
奈
川
県
平
塚
に

お
い
て「
第
33
回
釣
り
大
会
」を
大
宮
地

本
主
管
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。
１
日

目
は
釣
り
部
総
会
を
行
い
、
本
部
・
助
川

副
委
員
長
か
ら
情
勢
に
つ
い
て
特
別
講

演
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
は
懇
親
会

を
開
催
し
、
大
い
に
交
流
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
海
船
釣
り
と
ト
ラ
ウ
ト

ル
ア
ー
釣
り
に
分
か
れ
て
競
技
を
行
い

ま
し
た
。
海
釣
り
は
前
日
の
雨
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
心
者
の
参
加
も

あ
り
、
皆
で
教
え
合
い
な
が
ら
楽
し
く

イ
ナ
ダ
、
カ
ン
パ
チ
、
サ
バ
、
ア
ジ
な

ど
釣
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ト
ラ
ウ
ト
ル
ア
ー
釣
り
は
プ
ロ
か
ら
の

レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
、
皆
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
本

部
か
ら
の
表
彰
、
各
メ
ー
カ
ー
、
お
店

か
ら
協
賛
品
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
釣
り
部
は
、
各
地
方
の
オ
ス

ス
メ
釣
り
場
な
ど
を
考
え
、
皆

で
楽
し
め
る
よ
う
企
画
を
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で

す
。
釣
り
部
か
ら
組
織
強
化
・

拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

釣
り
部

第
33
回
釣
り
大
会

11
月
７
〜
８
日
、
仙
台
地
本
主
管
の

も
と
、
バ
ス
東
北
の
仲
間
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
「
第
26
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
を
福
島
市
・
十
六
沼
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
開
会
式
で
は
本
部
の
重
久
中

央
執
行
委
員
か
ら
講
演
を
受
け
、
年
末

手
当
の
情
勢
の
認
識
一
致
を
図
り
ま
し

た
。
初
日
は
雨
の
た
め
屋
内
に
て
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
を
し
、
全
体
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
天
候
が
回
復
し

交
流
戦
を
行
い
、
熱
く
楽
し
い
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
再
建
大
会
か
ら
の
継
続
開
催

で
、
６
地
本
か
ら
60
名
を
超
え
る
仲
間

が
結
集
し
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
来
年
も
更
に
多
く
の
仲
間
が
集
い
、

お
互
い
の
「
絆
」
を
深
め
、
更
な
る
組

織
の
拡
が
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
の

再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
26
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

11
月
11
〜
12
日
、「
第
29
回
撮
影

会
」
を
開
催
し
、
23
名
で
秋
の
茨
城
・

常
盤
路
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
講
演
会
で
は
、
本
部
の
重
久

中
執
か
ら
年
末
手
当
交
渉
を
中
心
と
し

た
情
勢
を
、
野
中
サ
ー
ク
ル
協
議
会
副

議
長
か
ら
八
王
子
で
の
不
当
処
分
に
抗

す
る
た
た
か
い
を
報
告
い
た
だ
き
、
檄

色
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄

道
」
を
訪
れ
、
思
い
思
い
の
場
所
で
列

車
を
撮
影
し
ま
し
た
。
那
珂
湊
駅
で
は

車
庫
に
佇
む
車
両
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

阿
字
ヶ
浦
駅
に
は
廃
車
体
を
御
神
体
と

し
た
神
社
な
ど
面
白
い
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
営
ひ
た
ち
海
浜

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
し
て
鉄
道

の
延
伸
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
字

だ
か
ら
と
安
易
に
廃
線
す
る
の
で
は
な

く
、
通
勤
・
観
光
の
足
を
守
り
、
地
域

に
親
し
ま
れ
る
鉄
道
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　
茨
城
に
は
、
他
に
も
鹿
島
臨
海
鉄
道

や
関
東
鉄
道
と
い
っ
た
地
域
密
着
の
鉄

道
が
多
く
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
と
向
き

合
う
上
で
学
ぶ
点
が
あ
り
ま
す
。
写
真

部
は
楽
し
く
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
働

く
環
境
や
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
サ
ー
ク

ル
で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
撮
影

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

写
真
部

第
29
回
撮
影
会

10
月
28
日
、
運
輸
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

第
11
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
協
議
会
は
、
首
都
圏
の
車

両
セ
ン
タ
ー
等
で
の
構
内
入
換
や
車
両

検
修
、
車
両
清
掃
等
で
出
向
し
て
い
る

仲
間
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
総

会
で
は
５
名
の

委
員
か
ら
、
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
会
社
の

経
営
姿
勢
や
、

清
掃
社
員
の
過

酷
な
労
働
条

件
、
プ
ロ
パ
ー

社
員
と
共
に
職

場
の
検
証
を
担

っ
た
こ
と
等
が

発
言
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の

総
括
答
弁
で

は
、
Ｓ
57
採
用
者
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
が

一
区
切
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

協
議
会
の
あ
り
方
を
一
年
か
け
て
議
論

す
る
こ
と
が
提
起
し
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
親
会
も
盛
り
上
が
り
、
組
織
や
仲
間

を
実
感
で
き
る
総
会
で
し
た
。

　
今
後
も
グ
ル
ー
プ
会
社
に
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
旗
を
立
て
、「
安
全
・
健
康
・
ゆ

と
り
」
を
実
感
で
き
る
職
場
を
め
ざ
す

た
め
、
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

バス
関東本部

会社回答を受ける
も持ち帰り議論！

会社回答を受ける
も持ち帰り議論！

バス
東北本部

　11月20日、バス関東本部は「2024年度年末手当

に関する申し入れ」について回答を受けました。

　バス関東会社では、第２四半期決算で１億2000

万円の営業利益を計上しました。組合員・社員の

努力の積み重ねが大きく、労働実感はこれまでに

なく高まっています。しかし会社は、燃料油価格

激変緩和補助金等の外的要因によって営業利益を

計上できたことを強調するなど、経営環境は依然

厳しいとし、計2.45 ヶ月の回答を示しました。

労働実感とかけ離れた回答に到底納得できず、席

上妥結せずに回答を持ち帰りました。

　バス関東本部として「年末手当回答に対する緊

急アンケート」を実施しています。職場・分会の

意見を踏まえながら、組織内で議論を行っていき

ます。

　11月19日、バス東北本部は「2024年度年末手

当に関する申し入れ」についてバス東北会社よ

り回答を受けました。これまでの交渉において

会社側からは、対前年比「増収減益」で予断を許

さない経営環境であることが説明されていた

のに対し、私たちは先の見えない要員不足の中

で奮闘している「労働実感」や「人材流出の危機

感」などを訴え鋭意議論してきました。

　この回答は、年末手当の支給率としては過去

最高であるものの、各職場から期待して寄せら

れた声と乖離していることから、席上妥結せず

回答を持ち帰りました。今後、組織内で議論を

行います。

悔しくも

妥結！
ステーション
サービス
協議会

基本給月額 2.7ヶ月
平均支給額は過去最高の
回答を引き出す！

　11月14日、第2回団体交渉にて会社から回

答を受け、基本給月額の2.70 ヶ月という過去

最高の平均支給額の回答を引き出すことがで

きました。しかし、昨年と同等の支給月数で

あることや、夏季手当と比較しても0.1 ヶ月

しか上回っていないこと、私たちの要求月数

とかけ離れた回答であり納得感がないことか

ら、その場では妥結の判断をせず、回答を持

ち帰り、組織内で議論を行いました。

　組合員・社員の労働実感、生活実感から乖離

した回答であり、悔しさを感じますが、アンケ

ートで出された多くの意見を会社に訴えるこ

とができました。今までの協議会としてのた

たかいの結果、過去最高

の平均支給額の会社回答

を引き出した成果とこれ

からの課題を確認し、妥

結の判断をしました。ア

ンケートに回答いただい

た皆さん、ありがとうご

ざいました！

2024年度年末手当に関する申し入れ

支給日　12月2日（予定）

新役員体制（敬称略）

議　長 小澤　教久 大船事業所

副議長 金子　敏和 豊田事業所

事務長 小田切高人 小山事業所

幹　事 栁澤　嘉也 田町事業所

幹　事 山本　康生 国府津事業所

幹　事 三角　一典
小山事業所
宇都宮派出

会社から示された回答

【バス社員】 基準内賃金の2.4ヶ月＋さらにこれまで社員

一人ひとりが取り組んできた構造改革の進展と成果、物価

上昇等の社会情勢の変化に伴う社員の皆さんの生活実感を

踏まえ、特に0.05ヶ月を加算した、合計月額2.45ヶ月

【エルダー社員】 基本給及び扶養手当それぞれの月額を

1.85倍した額

【契約社員A】 基本給及び都市

手当ならびに扶養手当それぞ

れの月額を1.85倍した額

【契約社員B及び臨時雇用員】

継続雇用期間及び稼働実績に

基づき、個別に定めた額

支給日

12月3日以降、
準備でき次第

会社から示された回答

【バス・エルダー社員】

 基準内賃金×2.5 ヶ月＋2万円

【契約社員】

 基本日額×23日×2.10倍＋2万円

支給日

12月3日以降、準備

でき次第
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要求を実現するために、要求を実現するために、ＪＲ東労組ＪＲ東労組

平均年齢 30.6歳 支給日 12月 2日（予定）

平均支給額 635，404円

アンケートに回答していただいたみなさん、ありがとうございました！

１１月１４日、第２回団体交渉を行い、会社から申６号に対する回答を受けました。基本給月額

の 2.7０ヶ月という過去最高の平均支給額の回答を引き出すことができました。しかし、昨年と同

等の支給月数であること。さらに、夏季手当と比較しても 0.1 ヶ月しか上回っていない、私たちが

要求した月数とかけ離れた納得感が得られない、回答でありました。そのため、その場では妥結の

判断をせず、会社回答を持ち帰り、組織内で議論を行ってきました。

組合員・社員の労働実感、生活実感からすると乖離した回答であり、悔しさを感じますが、アン

ケートで出された多くの意見を会社に訴えることができました。今までの協議会としてのたたかい

の結果、過去最高の平均支給額の会社回答を引き出した成果とこれからの課題を確認し、妥結

の判断をしました。

悔しいけど

皆さんからの声  ▽足りない ▽微妙に感じる ▽夏季より一応上回っていたので良かった

▽もう少し欲しいという期待があった ▽昨年以上 3.0回答は出ると思っていた ▽大変遺憾

▽わずか 0.1増加では夢も希望もない ▽通期は黒字、もう少し欲しかった ▽少なすぎる

▽若手社員だけでなく、中堅社員の離職が続いている事について、深刻な状況と捉えていない

▽離職の事は何も考えていない。 賞与で判断する人はたくさんいる。 現場をわかっていない

第
11
回
定
期
総
会

運
輸
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

- - -
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第
３
回
交
渉

11月19日、バス東北本部は「2024年度年末手当に関する申し入れ」について、
バス東北会社より回答を受けました。
これまでの交渉において会社側からは、対前年比「増収減益」で予断を許さない
経営環境であることが説明されていたのに対し、私たちは先の見えない要員不足の
中で奮闘している「労働実感」や「人材流出の危機感」などを訴え鋭意議論してき
ました。
この回答は、年末手当の支給率としては過去最高ではあるものの、各職場から期
待して寄せられた声と乖離していることから、席上妥結せず回答を持ち帰りました。
今後、組織内で議論を行います。

申 号 年度年末手当等に関する申し入れ

ＪＲ東労組ホームページＪＲ東労組バス関東本部

第 号
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